
（据置きタイプ）
IHクッキングヒーター

据付工事説明書
品番　JIC-C221GR

安全上のご注意
●据付工事の前に、この『安全上のご注意』をよくお読みのうえ正しく据え付けてください。
●ここに示す注意事項は、安全に関する重大な内容を記載していますので必ず守ってください。
絵表示の詳しい説明は下記のとおりです。

工事される方へのお願い
●据付工事完了後、試験運転を行い、異常がないことを確認するとともに取扱説明書にそって、お客様に使用方法、
お手入れの仕方を説明してください。

●この説明書は必ずお客様にお渡しいただき、取扱説明書・保証書とともに保管いただくように依頼してください。

警告
注意

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、『人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される』内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、『人が傷害を負う可能性及び物的損
害のみの発生が想定される』内容を示しています。

この絵表示は、していけない『禁止の行為』内容です。

この絵表示は、必ず実行いただく『強制指示の行為』内容です。

■次の手順で確認し、チェック欄に印をしてください。

5据付完了後の確認

●試験運転後は、必ず電源スイッチを「切」にしてください。

設置完了
確認者印

46700A※この説明書は再生紙を使用しています。

据付工事は、据付工事説明書に従い確実に行うこと
●据付工事に不備があると、水漏れや感電、火災の原因になります。

電源は200V・20A以上の専用回路と漏電しゃ断器を設置すること
また、電源プラグ（250V－20A）に合った専用コンセントを単独で使用すること
●電源回路の容量不足や据付工事不備があると感電、火災の原因になります。

電気配線工事は、電気設備技術基準等関連法令・規則等に従って必ず「法的有資格
者」が行うこと
●接続・固定が不完全な場合は、漏電・火災の原因になります。

アース工事は、電気設備技術基準等関連法令・規則等に従って必ず「法的有資格者」
によるD種接地工事を行うこと
●アースが不完全な場合は、故障や漏電のときに感電のおそれがあります。

絶対に分解・修理・改造は行わないこと
●火災、けが、感電の原因になります。

警告

トッププレートに衝撃を加えない
●ひびが入ったり割れた場合、異常動作、感電の原因になります。

試験運転中は、トッププレートやグリル扉など高温部に触れないこと
●やけどのおそれがあります。注意

電源電線及びアース線は、プラグを外して直結しないこと
●漏電やショートによる感電・火災の原因になります。

プラグの刃及び刃の周辺にほこりが付着していないことを確認し、ガタのないよう根元
まで確実に差し込むこと
●ほこりが付着したり、接続が不完全な場合は、感電・火災の原因になります。

本体の下に可燃物を置かないこと
●火災の原因になります。

お願い

必ず実施

必ず実施

必ず実施

分解禁止

禁　止

接触禁止

アース線
接続

電 気 工 事

梱 包 材 の 取 外 し
付 属 品 の 取 付

外 観
試 験 運 転

外 観 仕 上 げ

確 認 項 目 チェック

・漏電ブレーカーの設置
・電源プラグの接続
・グリル扉部・グリル庫内に梱包材がないこと
・排気口カバーの取り付け
・グリル焼き網の取り付け
・トッププレートが汚れていないことを確認する。
・電源電圧が単相3線式200Vであることを確認する。
・アース工事が行なわれたことを確認する。
・ブレーカーを「入」にする。
・プラグを接続しましたか。
・電源スイッチを「入」にする。 →　電源ランプが点灯する。
・各ヒーターの動作チェックをする。
q左IHヒーターのチェック
・取扱説明書に記載の使えるなべに水を入れヒーターの中央に置く。
・火力調節つまみを押し出し、つまみを回す。
トッププレート面の加熱表示ランプ、加熱ランプ、高温注意ランプ
が点灯し、加熱を始める。
※火力調節つまみが出ている状態の時は、一旦調節つまみを押し込ん
でから再度調節つまみを押し出す。
※IHヒーターは、なべを置かないで操作した場合、なべ無し検知機能
が働いて、約1分後に自動的に通電を停止します。
・確認後、つまみを押して「切」の状態にする。

w右IHヒーターのチェック
・上記左IHヒーターと同様に操作して確認する。

eグリルのチェック
・操作部の「手動グリル」キーを一度押して、「両面」を点灯させる。
・火力調節ランプ「強」が点灯し、グリルの中が熱くなるのを確認する。
・確認後、グリル「取消」キーを押して加熱を停止する。

・電源スイッチを「切」にする。 →　電源ランプが消灯する。
トッププレートが汚れていないことを確認する。

付属品
■包装材料を取り外し、下記付属品が同梱されていることをご確認ください。

●据付完了確認後は、据付工事説明書・取扱説明書・保証書・天ぷらなべは必ずお客様にお渡しください。

・排気口カバー　　　1個 ・焼き網　　　1個 ・天ぷらなべ　　　1個
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●電気工事は、必ず「電気工事士」の免許をお持ちの方が行ってください。
●電気工事や接地工事は「電気設備技術基準」、「内線規定」に準じてください。

■電源はブレーカー付きの専用回路（20A）を設けてください。

■漏電しゃ断器は必ず設置してください。
2漏電しゃ断器：定格電流20A、感度電流30mA

■電源コンセントを設置してください。
2単相3線式定格250V・20A（二極接地極付）
2電源プラグに合ったコンセントを使用してください。
推奨コンセント：明工社製 ME2760（露出型）

ML1256（埋込型）
松下電工製 WK3811・WKS294（露出型）

WN1932・WIN1922（埋込型）
2電源コードの直付は絶対にしないでください。

■アース工事を必ず行ってください。（D種接地工事）
2コンセントの接地極にアースを配線してください。
アース工事は、ガス管・水道管・避雷針・電話のアースには絶対に接続しないでください。

■屋内配線用電線は、線径φ2.0mm以上のものを使用してください。

1電気工事及び接地工事

2コンセントの設置
■コンセント位置 ■置き台より下にコンセントを設置する場合

お願い
上図の位置に設置できない場合は、壁面に取り付けてください。
ただし、コード長さの範囲内で排気が当たらない所に取り付け
てください。

排気口�

■壁からの距離
●器具は火災予防上、可燃性の壁（防火構造壁以外）との間を側面100mm以上、後面180mm以上、上面1000mm以上
離してください。また、器具の前面は600mm以上離してください。不燃性の壁の場合はその限りではありません。

●製品の金属部がキッチンの金属部と接触する場合は建造物の壁中の金属（メタルラスなど）とキッチンの金属
部を接触しないようにするか、または、製品の金属部がキッチンの金属部に接触しないように取り付けてくだ
さい。

●カウンタートップは、熱硬化樹脂化粧板（JIS K 6903）またはこれと同等以上のものであることを確認してく
ださい。
耐熱性の低い材料を使用すると、変形・火災の原因になります。
※ニス引きのものは変色するため、使わないでください。

●製品は水平に設置してください。

3据付場所の確認

周囲が可燃性の壁の場合 （単位：mm）

（ ）内は不燃性の壁または、防熱板を取
付けた場合。

「消防法 基準適合 組込形」

可燃性の壁から、上記の距離を離して設置できない場合は、防火上有効な防熱処理をしてください。
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4製品外形寸法図

コンセントの向きに注意してください。�
（アース端子を左側に向ける）�
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25以上�（シーリングプレートの�
　貼り付け代）�

穴�

置き台�

シーリングプレート�

150

475�
以上� コンセントの位置�

150以内�
（置き台内面）�

ホールソーなどを使い、置き台にφ50～60mmの穴
を開ける。
※開口した穴をふさぐときは、シーリングプレートを貼り付
けてください。

●シーリングプレート（別売品：JIC-OPS1）
※取り付けなどの詳細は別売品に添付されている設置工事
説明書をご覧ください。

（単位：mm）

●バックガード・シーリングプレートについては、お買い上げ販売店またはお買い求め先にお問い合せください。

（コンセント差込形状）

ご注意
この位置にコンセントを設ける場合はクッキングヒ
ーターにバックガード（別売品：JIC-OPB1）を取
り付けるか吹きこぼれ等からの保護をしてください。

（単位：mm）

火災予防条例、電気設備技術基準に従って設置してください。
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